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同治本弾詞 『珍珠塔』に関する考察

- 曲牌と脚色を中心にして-
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要旨 中国芸能史における二つの大きな柱である講唱文学 (語り物)と演劇 (戯曲)は,さまざま

な点でお互いに影響を与えながらも,各自の特徴を保持して発展して来た.本論文は,講唱文学に

属する弾詞,すなわち明清時代の江南で流行した語り物の代表的な作品である 『珍珠塔』のテキス

トを取り上げ,その中で ｢楽曲系｣に属する曲がどのように使用されているか,また語り物である

にもかかわらず,演劇のテキストに特徴的である ｢脚色｣を表記している点に着目しつつ,それが

持っ意味を明らかにすることにより,この作品が弾詞の中で占める独自の地位について,論じた.

, 同治本 『珍珠塔』における曲の使用

講唱文学は,その韻文部分,すなわち歌詞の形

態に着目して見れば,七言,十言など斉字句を用

いる詩讃系と長短句を用いる楽曲系という二つに

分けることができる.そして,その叙述形式に着

目すれば,また第三人称を主とする叙事体と第一

人称を主とする代言体に分けうる.しかしながら,

詩讃系と楽曲系,また叙事体と代言体という区別

は絶対的なものではない.つまり,これらの二つ

の形式は全く関係を持たない,画然と区別される

ものであるとは限らず,これらの二っの形態を合

わせ持っ場合もある.

弾詞 『珍珠塔』という作品の明確な成立年代と

作者に関しての考察は,他の講唱文学の作品同様,

極めて難しいばかりでなく,この作品が古い時代

において,実際にどのように演じられていたのか

を物語る資料も乏しい.しかし,出版されたテキ

ストに限ってみると,現存する完全な版本として

一番早いのは乾隆四十六年刊 『繍像孝義真蹟珍珠

塔全伝』である.趨景深は 『弾詞考証』1)で 『珍

珠塔』物語がどのように変化したかを考察してい

るが,そこでは次のように結論づけている.すな

わち,乾隆四十六年前には強盗郎六橋のエピソー

ドのない祖本というべきものが存在していた,し

137

かし,乾隆四十六年に周殊士によって強盗郎六橋

の "劫塔"とその後の事が増補され,ストーリー

が書き直された.成豊元年までは,祖本によった

ものと周殊士改編版という二つの版本が併存した

が,成豊元年以降は,ストーリーとしては全て周

殊士版に統一された.また,同治年間に風摩した

芸人馬如飛の創った ｢開篇｣は光緒二十年に周殊

士版系統のテキストに付されて出版され始めたと

いうものである.

こうしたテキストには,小説の型で,全編を通

じて第三人称の口吻で語るスタイルもあるし,演

劇テキストのように役柄別にセリフや歌を設定し

た型もある.また,その歌について見た場合,語

り物の主流であるといえる詩讃系の斉言体が用い

られる一方で,楽曲系の長短句が用いられる部分

もある.本稿で取り上げた同治本 『珍珠塔』のテ

キストは,まさにこの二っの型が混じり合ったス

タイルをとっている.本稿ではその特徴について

分析するとともに,こうしたスタイルをとってい

るその理由を明らかにしたいと考えている.

まずはじめに,講唱文学において曲がどのよう

に使用されるのかについて,まとめておく.葉徳

均は 『宋元明講唱文学』(1952)では,講唱文学

を,その韻文部分,すなわち歌詞の形態に着目し

て見れば,七言,十言など斉字句を用いる詩讃系
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と長短句を用いる楽曲系の二つにわけることがで

きると主張した2). 更に,詩讃系は講唱文学にお

いて,最も広く使われ,最も長い歴史をもっ形式

であるとした.その理由は以下にまとめられるで

あろう.

1)講唱文学の主な受容層は, いうまでもなく知

識人階級ではなく,読み書き能力のそれほど高い

とは言えない庶民であった.彼らが耳で聞いて理

解し,それを楽しむためにはシンプルな言葉がも

ちろん要求されたであろう.

2)また,その伝承について考えて見た場合,斉

字句のものの方が,伝承しやすい.

3)一方,楽曲系の曲は, こうした作品が文人た

ちによって模擬的に再創作されたり,書坊の要請

によって改作される時に挿入されたものが多い.

また,実際に演じられた際には,聞き手の興味を

引くために,当時流行していた時調や小曲,すな

わち民謡の類を挿入したであろう.

しかしながら講唱文学にせよ,演劇にせよ,こ

うした二つの形態は,まったく関係を持たず,画

然と区別されるかというと,そうではない.二つ

の形態を合わせ持っものもまた存在するのであっ

て,講唱文学でいえば,明清時代から江蘇,漸江

一帯で愛好された呉方言弾詞のうちの,一部の作

品はその代表であろう.

弾詞はそもそも詩讃系の講唱文学に属し,歌の

大部分は唐の俗講にはじまる七字句のスタイルを

継承してきた.詩讃系の講唱文学は,一般的に七

字句や十字句の斉言韻文を使う.十字句は七字句

の変形であり,七字句の頑に三字句を重ねた

"334"という形をとる.

しかし,明末清初から,確実な年代は考察でき

ないが,呉方言弾詞には楽曲系に属する歌,すな

わち ｢曲牌｣に基づく歌も使われるようになった.

楽曲系の曲とは,宋金時代の諸営調のように,鶴

文の部分は普通の七字句や十字句ではなく,宋詞

や南北曲などから摂取してきた,一定の曲調のあ

る長短句で構成されたものである.本同治版 『珍

珠塔』テキストは数少ないものの一つである.

同治本 『珍珠塔』テキストは全二十四回,さら

に加篇と名付けられた増補部分からなる.しかし

ながら,楽曲系の歌が全篇を通じて使用されてい

曲牌名 使用数 回 目

茜鴬見 ⊥ノ＼ 第一回二カ所;第十二回四カ所

曲調 四 第一回;罪二回;第四回;加篇

要該見 十二 罪二回-カ所;第十三回五カ所;第十八回二カ所 ;第二十二回四カ所

門鶴窮 - 第十回

石槽花 - 第十回

混江龍 - 第十回

緯都春 - 第十回

尾声 - 第十回

柳子腔 第十回二カ所

急己令 - 第十回

西江月 五 第十回二カ所;第十四回二カ所;第二十二回-カ所

急 三 槍 第十二回二カ所

銀絞練 七 第十三回四カ所;第十七回二カ所;第十九回-カ所

北曲調 九 第十三回-カ所;第二十回七カ所;第二十二回-カ所

青陽扇 - 第十八回

青陽娼 - 第二十二回

羅江怨 - 第十九回

雁見落 - 第二十回

南曲 四 第二十回

勇勇花 - 第二十二回

斬水令 - 第二十二回
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るわけではないことにまず注目すべきであろう.

どこで,どのような曲牌が使われているかをま

とめると,前貢の表のようになる.

この表から,まず次のことが見てとれるであろ

う.

1)本テキス トにおいて,よく使われる曲牌は

｢要該見｣(12), ｢北曲調｣(9),｢銀絞練｣(7),

｢黄鴬見｣(6),｢西江月｣(5), また ｢南曲｣ と

｢曲調｣(4)であること.
2)｢要該見｣,｢門鶴享乱 などのように元代の雑劇

などにも見える長い歴史を持っ曲牌が使われてい

る一方で,｢銀絞練｣ のような時調や小曲,すな

わち民謡に由来するものも使用されていること.

3)最も注目すべきことは, 全部で二十四回もあ

る本テキストのうちに楽曲系の歌が使用されてい

るのは十二回しかなく,そして,曲牌が使われる

それぞれの回においても,均等に曲が使われてい

るわけではなく,その頻度に差があることである.

多い順に挙げれば第二十回 (12),第二十二回

(10),第十三回 (10),第十回 (10),第十二回

(6)となる.

のちに詳 しく述べるように,本テキストでは,

登場人物それぞれに,演劇作品を思わせるような

脚色名が記されているが,個々の人物によって,

用いられる曲牌が異なっている点は興味深い.整

理すると次の如 くである.

つまり,

1) それぞれの曲牌は, 人物の物語の中での性格

や社会的身分に合う口吻で設定されている.語り

手が唱う曲として挙げた ｢新水令｣,｢羅江怨｣,

｢要該見｣ 以外は当時の時調や小曲である. また

油面が殆ど北曲をうたうのに対 して,老旦は南北
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曲両方ともうたう.

2)一人が南北曲の両方を唱っている例がある.

老旦がうたう ｢北曲｣と ｢南曲｣がそれである.

3)套曲, すなわち北曲における-セットの曲が

使われている.強盗の郎六橋 (油面)がうたう

｢門鶴享臥,｢石棺花｣,｢混江龍｣,｢緯都春｣,｢尾

馨｣がそれである.

4)多くのの時調小曲が用いられている. すなわ

ち ｢努努花｣, ｢苗陽扇｣, ｢苗陽娼｣, ｢銀絞練｣,

｢急己令｣,｢桝子腔｣がそれである.

5)｢曲調｣というその実体の明らかでない曲牌が

見えるが,これはおそらく昔の流行曲であったが,

本テキストもしくはその祖本が完成された時代に

はその名称が忘れ去られていたものであろう.

では,通常のスタイルではなく,このような曲

牌体による歌が用いられている原因は何によるの

であろうか.可能性の高いものとして以下の三っ

が考えられる.

1)弾詞 『珍珠塔』が,実際に演劇作品である伝

奇から,語り物に改編された可能性があること.

これはまず博惜華が 『綴玉軒蔵曲志』において,

乾隆年間の伝奇 『珍珠塔』の抄本が存在 し,巻別

を付けず,四冊で,撰者を題していないと言及 し

ているものである.板眼 (拍子)に印を付 け,

"営譜 (営調)"を記 し,台詞にも朱筆が入れられ

ているという.また,第二朋の各出における台詞

には書き直された部分が甚だ多いことから,これ

は舞台での上演本に違いないと博氏は推測した.

劇の内容は方卿と陳翠蛾,畢続金と彩亮との婚姻

をめぐる物語である.珍珠塔が愛情の誓いの象徴

で,内容を繋ぐため,それが題目となっている.

また博惜華は嘉慶道光年問に流行った語り物の内

脚色名 (役柄名称) 曲牌名

義 (語り手) ｢新水令｣,｢勇勇花｣,｢羅江怨｣,｢舌陽扇｣,｢青陽娼｣,｢銀絞練｣,
｢急己令｣,｢柳子腔｣,｢要該見｣

旦 (陳翠嫌) ｢曲調｣,｢西江月｣

浄 (陳公) ｢葺鴬見｣,｢曲調｣

末 (王本) ｢葺鴬見｣,｢曲調｣,｢急三槍｣

坐 (方卿) ｢要該見｣,｢北曲｣,｢繋尾｣

老旦 (方老夫人) ｢要該見｣,｢西江月｣,｢北曲｣,｢雁見落｣,｢南曲｣

油面 (郎六橋) ｢曲調｣,｢門鶴享臥,｢石棺花｣,｢混江龍｣,｢緯都春｣,｢尾馨｣
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容がこの伝奇との相似性を理由に,弾詞本がこの

伝奇本から発展してきたと推測したが,それに対

して,趨景深は 『弾詞考証』において,この伝奇

版に "贈塔"と "劫贈"があるため,やはり周版

に基づいたと反駁を加えている.

2)明清時代の "時調小曲"(地方の流行歌や小唄

のことを指す.)から影響を受けていたのではな

いか. "時調小曲" は明,清時時代に盛んに唱わ

れていた曲である.それは民間の歌曲から発展し

たもので,南北各地に伝わって行った.種類は雑

多で,名称も時には `̀時調",時には `̀小曲",ま

た,"清音,清曲"などとも呼ばれた.明の沈徳

符の 『寓暦野獲編』巻二十五 ｢詞曲｣時尚小令に

拠ると,宣徳から正徳年年間において,時調小曲

は中原地区で流行っていて,寓暦以後は "南北,

男女,老若また良民と購民のい かんを問わず,

人々はそれを習いそれを楽しんだ.刊行頒布され,

世に伝唱され,人々をたいへん感動させた."(則

不問南北,不問男女,不問老幼良購,人人習之,

亦人人吉聴之,以至刊布成幌,撃世博涌,泌人心

臍.)そして,宿代以後,小曲の中に "引子"(主

要人物が登場する時,節を付けて唱える短い独

白)と "尾声"を加える曲牌組曲体制が作られた.

また,叙情的な小唄によって次々とストーリーを

述べ,人物を描写する語り物の形態に変化した.

このような曲はしばしば歌手が脚色 (役柄)別に

歌を唱い,歌詞も代言体 (第一人称)で直接的に

人物の言葉と感情を表す3). 『珍珠塔』弾詞は,

同じ時期に徐々に形成されたものであるから,当

時の時調小曲から影響されたに違いない.

3)明清時代に刊行された民間小調の伝統を承け

て作られたのではないか.明清時代の民間小調は,

皆もともとあった曲牌を地方の民謡や山歌などに

引き入れて新しい曲を作った.そして,それらの

歌の受容層は,歌の元の曲牌名をそのまま引用し

たり,また新しい名前を付けたりしたのである.

例えば,乾隆35年刊の 『新訂時興文武隻班綴白

票六編昇集』における小調 『買胴脂』や 『花鼓』

に使われた曲 ｢郁子腔｣のようにしばしば民間小

戯や散曲また地方の語 り物の中に引用された.

『珍珠塔』弾詞もそのような例が多いであろう.

当時の江南地域は弾詞のほかに, "灘箕" という

洪 芥

芸能が流行していた.これは初めは語り物の一種

であったが,後に地方劇にまで発展し,蘇州では

"蘇劇",無錫と常州では "錫劇"と呼ばれるよう

になる.弾詞は江南地域において,聴衆を獲得す

るため,さまざまに工夫を凝らしたスタイルが考

案されたのであろう.

原因としては上記の三っが推測できるであろう.

曲牌の物語における位置づけ (っまり,物語の何

処に配置されているか), 曲の性格 (どの人物に

唱われ, どのような感情を表しているのか), 曲

の内容などから考察すると,以下のように推察す

ることができる.弾詞 『珍珠塔』は,最初は七字

(時々3,4或は4,3という型に変形することも

ある)と十字 (常に334という型である)という

簡単な形式で韻文を構成したが,体裁を整え,格

式を上げるため,崖曲など演劇からの影響を積極

的に取り入れる.それは,｢門鶴享臥,｢混江龍｣
など崖曲の特徴としての楽曲系の歌を使うだけで

はなく,演劇のテキストの登場形式も積極的に取

り入れた.ということは,同治本 『珍珠塔』テキ

ストにおいて,普通の語り手が第三人称の叙事体

を使って物語を展開したほか,特に新しい人物が

登場した場合,演劇のように脚色を設定し,当該

登場人物の口吻で登場詩を詠みながら登場すると

ころが多い.その具体的な使用例については次章

で検討したい.

詩讃系講唱文学の-ジャンルとしての弾詞は,

詩讃系の七字句/十字句など伝統的な歌だけでは

なく,発展の過程において,崖曲などの演劇や当

時の流行小曲 ･俗曲などから曲を摂取し,作品の

中の人物の性格にあうように改編された.では,

本テキストは一体どのようにほかの芸能形態特に

演劇から影響を受けて来たのであろうか.この点

について脚色の使用に着目しながら検討してみよ

う.

二,同治本 『珍珠塔』における脚色使用

既に述べたように,弾詞はその韻文部分の使用

から詩讃系と楽曲系の二つに分けられる一方,そ

の表現形式からもまた叙述体と代言体という二つ

の形態に分けることが出来る.そして,この二つ
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の形態を合わせ持っものももちろん存在する.本

テキストはその典型的な例であろう.

趨景深は 『弾詞選』において,弾詞について次

のように論じている.すなわち,弾詞には叙事体

と代言体との二種類ある.そして叙事体の弾詞は

また "文詞"と呼ばれ,もっぱら読んで楽しむた

めの作品である.それに対して,代言体の弾詞は

"唱詞" と称され,語られ, また聞いて楽しむた

めのものである.叙事体弾詞は第三人称を以て客

観的に叙述するのに対し,代言体弾詞はこうした

客観的な語り以外に,また第一人称による主観的

な叙述も用いられる.つまり,もともとの第三人

称を主とする小説のスタイルから第三人称と第一

人称と混合した形態に発展して来た.更に,弾詞

の構成要素は "説"(っまり脚色のセリフであり,

それは必ず生,旦,浄,丑などの身分に合うべ

き),"義"(語り手の叙述)と "唱"(歌)である.

そして,叙事弾詞である "文詞" には "義" と

"唱" しかないのに対し,代言弾詞の "唱詞"に

は "義","説"と "唱"三っとも存在する.

しかし,趨景深は弾詞を単に叙事体と代言体の

二形態に分けるだけで,その分け方が今までのテ

キストを中心とするか或は実際の上演の形式を主

体とするかには触れていない.それに対して,盛

志梅は 『宿代弾詞研究』4) には,講唱形式におい

て,叙事弾詞には唱と白だけが存在し,代言体に

は表,唱また白とも存在すると論じた.それは実

際に上演されている弾詞を対象にして論じるか或

は,現存するテキストを台本として論じたのかも

説明していない.では,この清同治本 『珍珠塔』

弾詞のテキストの表現実態はどうであろうか.

主要人物名 脚色名称

方卿 小生 坐

方老夫人 老旦

陳連 (培徳) 浄

陳老夫人 老旦 作旦

陳翠嫌 小旦 旦

王本 末 外

采犀 貼旦 花旦

畢雲顕 正生

畢秀金 小旦 旦
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以上の表からも見て取れるように,本テキスト

において,主要人物の脚色名は必ずしも統一され

ているとはいえず,途中で変わったり,誤ってい

るところがたくさんある.また,演劇には見られ

ない脚色名 ｢油面｣/｢油膜｣が存在する.そして,

それ以外の道化役は ｢丑｣で,脇役は ｢甲･乙 ･

丙｣などで表記される.更に語り手は ｢表｣で記

される. また,『珍珠塔』 テキストを通してみる

と,語り手によって人物の登場が語られる語り物

の一般的なパターンのほかに,古典演劇での人物

登場パターンも良く使われた.すなわち ｢生引｣/

｢旦引｣/｢老旦引｣などの表記をもっ登場詩がまず

吟じられたあと,自己紹介がそれに続くというス

タイルである.

『珍珠塔』テキストにおける語り物の一般的な

登場パターンとは :

表唱 :千金正在隻流涙,採尿使女進香房 (表が

歌う:お嬢様が涙を流しているうちに,腰使いの

采犀が閏房に入り込んでまいります.第十一回)

といったスタイルである.しかし,本テキスト

において,特に主要人物であれば,社会的な身分

の高低を問わず,殆ど演劇のテキストにしか見ら

れない登場詩を伴った形式で現れる :

引油膜 :自幼生乗腔菊雄,殺人放火去行凶.育

人問唱的名和姓,江湖大盗縛競小旋風. (油膜が

登場する :生まれながらに度胸があり,殺人や放

火の悪事をやる.もしおいらの名を聞くのなら,

各地を渡り歩く強盗で揮名は "小旋風"なり).

強盗の郎六橋が登場する場面である.このよう

な登場形式は人物のが初めて登場する場面しか使

われないとは限らない.ここではこの人物の二回

目の登場である.強盗郎六橋の初登場は第五回の

遭強鉄雪 (強盗に遭い,雪積もる大地で転んだ)

である.弾詞のような語り物は一日で全部語り終

わったものではなく,数日間更に何ヶ月を経て終

わらせるケースが基本である.つまり,前回では

方老夫人が息子の方卿を探すため,故郷を離れて

裏陽城に出かけるところで終わり,第十回ではし

ばらく方老夫人の話がは傍らに置かれ,強盗郎六

橋が珠塔を奪ってから裏陽城に入質しようとする

場面に変わるから,再び強盗郎六橋の自己紹介が

必要となるのである.
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この作品では登場場面だけではなく,テキスト

の中の各脚色のセリフや歌も,中国の古典演劇と

同じように,物語の登場人物の身分や社会地位 ･

性格にぴったりするように設定されている.つま

り,このテキストにおいて,主要人物に属する生,

旦,浄,外 (後に "末"に変わった)が官話で話

すと異なり,他の丑や丑旦など社会身分の低い,

職業も低下な脚色は全て方言で語る.しかし,こ

のテキストにおいては悪役に属す "油膜" (時に

は "油面"に変わる)でさえも官話で語る.ここ

で注意すべきこととしては,物語の中の悪役であ

る強盗の郎陸橋が身分も低い,職業も低下である

ものの,なぜ方言ではなく,官話で語るのであろ

うかということである.それは,この 『珍珠塔』

という物語の展開には,郎陸橋の存在は欠かせな

いものであって,やはり普通の道化役と同一視は

出来ないだろう:

引油膜 :無本生涯,到庭便為家.行人遇我,嘘

得満身麻.江湖打拾,本事案堪誇,今朝天助,窯占

窯占雪飛花.--娘子,天了門叩.我出去了.外連

盗賊甚多,在家須要小心叩.丑旦白 :暁得介.

(油膜が登場 :もとでのない職業を持って,何処

でも家にする.通行人は俺に出会ったら,びっく

りして全身がしびれるほど.各地を渡り歩いて強

奪してきたか,その腕前は自慢のたね.今日は神

様が助けて,雪をひらひらと降らせてくれた.

--おい,ちゃんとドアを占めて.俺,ちょっと

出かけるよ.外には強盗が多い から,家にいる

時も気をっけないと! 丑旦が言う:分かってる

よ.)(第五回 遭強鉄雪)

ここにある ｢丑旦｣は強盗郎六橋の嫁さんであ

り,社会身分ももちろん高くはないため,セリフ

はやはり方言の蘇白である.郎六橋はそれと違い,

セリフも歌も全部その身分には似っかわしくない

官話が用いられるのである.

以上の分析から見ると,当テキストは,趨景深

の論じた代言体弾詞に分類できることはまちがい

ない.『珍珠塔』テキストにおける脚色名の使用,

第一人称のセリフの設定,演劇上の登場パターン

の踏襲などによって,古来の伝統的な語り物の演

出パターン更にテキストの文章構成まで一変され

て来た.特にテキストの構成から,従来の第三人
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称で物語の外に立って物語を客観的に語る小説の

スタイルを一変して,物語の中登場人物に変身し

て,その人物自身が語るように劇化された.では,

その劇化されてきた代言体弾詞は自分の語り物の

性格を主張しっっ,演劇から区別しようとするの

は,テキストにおいては,しぐさのト書きの省略

以外に一番肝心なところとしては,"義"- 語

り手の存在であろう.

"義"は語り物の語り手を表記する名称である.

"義"が語る部分は物語の情景,人物の心理活動,

景色の描写などを叙述する.そして,本テキスト

の中で "義"は次のような機能を持っているので

ある.

1)情景転換や状況の説明 :

表白 :郁説那郎六橋在酒店吃了-飽,只因

腰内嚢空,要清華物典富,俸看他走出乗後忠

生模様. (表が言う:何はさておき, その郎

六橋は酒屋で十分に食べたが,酒代がなかっ

たから,その奪った宝物を質屋へ入質しよう

とした.彼が歩いて来てからどんな様子かと

い うと)

※ここは,郎六橋が酒屋で酒を飲んでから,質屋

へ珠塔を入質 しようとする場面転換を語り手が

語っている.

2)人物の内心活動や心理描写 :

千金聴,頓驚呆,為甚今朝提起乗,此物己

蹄方表弟,作何塘塞費安排,急得個主見墓無

難可答,面如土色托香月思. (お嬢様がそれを

聞いて,呆然とした :なぜ今更それを言い出

したのか,既に方従弟にあげたから,どう言

い逃れをしようかと,令嬢は気がいらいらし

てどうしようもなく,顔も古くなって頼づえ

をっく.)

※陳公が自家の珠塔を見たいと陳令嬢に要求した

が,珠塔を既にいとこに贈った令嬢はどうしよう

もない困った気持ちであると述べている.

3)人物の外観描写 :

表唱 :那個体道夫人何等様人.今朝描寓興

君聴,他原是宰相之女千金髄,生来五貌似天

成,雑則年交四十九,他是受用的人,自尊全

然没半根,繭害如雲光閃閃-- (表が歌う:

夫人はどんな様子かというと,これからお話



同治本弾詞 『珍珠塔』に関する考察

ししてあげよう:彼女はそもそも宰相のお嬢

様であるので,生まれっき顔かたちが美しい.

年が四十九ぐらいになったが,彼女は生活の

快適な人なので,白髪が全然なくて,両馨が

雲のようにキラキラと光っている--)(罪

三冊,第十回)

※ここは語り手が直接的に陳老夫人の外観を描

く.

4)語り手の考えや解釈 :

表白 :--列位阿,小娘此時為甚般勤多厚

贈?並非為□且有私情,一乗是報答富年□員

母,二乗是要保全寒士特家庭,三乗是堂上蒋

他乗軽慢,必得周全JL､始寧,要暁得小姐為人

惟重義,豊可富他録記栴?列位嚇,不知耶個

葱空乗噂舌,説是花園目許親,後乗目口般般

醜,幾乎屈剃好千金.贋我到過裏陽方府上,

曽蒋此事細査清,以他書中前後身暁事跡捜求

的兵員,列位多是高見的人,切末信口前刻本,

荒唐話,其中経緯賓分明.

第三回で,陳令嬢が自家の珍珠塔を従弟の方卿

に贈った理由を説明している:陳令嬢はなぜ心が

こもって珠塔まで送ったのかに関して,本テキス

トにおける独特な且っ本当の解釈を語った :『珍

珠塔』の俗本では,一般に,陳令嬢が珍珠塔を愛

情の誓いとして方卿に贈ったと言っているが,そ

れは本当の理由ではない.つまり,一つとしては,

昔叔母に対する恩返しのため;またその貧しい読

書人が無事に帰られるため;三っ目としては自分

の母が方卿をそっけなく扱ったので,ここでは自

分から行き届かないと心が落ち着かない からであ

る.そして,語り手は,自分が実際に裏陽方府へ

行って詳細に調査したところ,実は,陳令嬢が親

戚関係の道義を重んじただけなのであった,と,

自分の故事版本に述べていることの方が真実であ

ることを,語り手の口を借りて言っている.後の

部分は,陳令嬢の腰元の采犀が方卿を案内した様

子を詳細に描写している.

"義" が表記されていない演劇では, その部分

は舞台装置と役者の扮装やしぐさ (劇本では舞台

提示)などの演技で観衆に見せる.そして,代言

体を主とする劇本は読者に活き活きした現実感を

与える.しかし,この "義"の部分は必ずしも演
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劇史において存在しなかったとは言えない.初期

の演劇において,開場は,いっも "副末"という

脚色が登場して劇の内容を紹介する.周育徳はそ

の著書 『中国戯曲文化』5) において,現在の員州

安順の "地戯"が使用した演出本は叙事体の詞話

唱本であり,中に,代言体と叙事体両方の表現が

存在していると指摘した.ここから,講唱文学と

演劇との密接な関係が伺われる.しかしながら,

そうした劇本の中に "義"を表記しているとは限

らない.明確に語り手を代表している "義"をテ

キストに示していることこそ,それが語り物だと

いう証明である.確かに,員州安順の "地戯"で

は,劇の中の脚色でない叙述があるが,それは単

なる劇の内容の紹介,人物の描写,などで,弾詞

の中の語り手の考えなど即興的なものが "地戯"

のにはない.それは語り物特有のものである.

以上は弾詞 『珍珠塔』テキストにおける脚色使

用に関する考察である.語り物としての弾詞は上

述したような,脚色名を表記することにより,人

物の性格を明らかにする技法を駆使したとしても,

やはり語り物という性格を変えることはあり得な

いのであろう.中国の古典演劇の劇本は,劇の登

場人物の名前を脚色名に変え,そしてそれぞれの

脚色名と適合した歌 ･台詞 ･しぐさなどが設定さ

れている.つまり,古典劇の劇本において,物語

の展開や情景転換などは,全て脚色の歌や台詞を

通して行われる.例えば, "浄がⅩⅩに扮して登
場する","生がⅩⅩのしぐさをして,云 う"な
ど定められた舞台 (程式舞台)上演様式で,役者

の台詞 ･歌 ･定められたしぐさなどに拠って物語

の展開が進んで行くのである.それと異なり,

人,或は多くても二人で行われる語り物は,登場

人物を何人設定しても,物語の展開は全てその語

り手の口だけを通して行われる.それはむしろ同

じ頃に発展してきた民間芸能の一つである灘箕は

何よりもそのことを示している.灘箕は江南地域

で発展した芸能である.それは語り物の演出形式

を採用しながらも,完全に語り物のように一人多

くても二人の語り手に拠って物語を運ぶのでは無

く,演劇のように五,六人ぐらい同じテーブルで

座って,伴奏楽器を自分で弾きながら,作品の中

の登場人物の口吻で物語を語ったり,歌ったりす
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る.それが弾詞との相違点は出演人数の増加だけ

ではなく,演出過程において,第三人称としての

語 り手の "義"が一切出ないところであろう.む

しろ,化粧 して, しぐさを加えたら,舞台で上演

される演劇と全 く同じスタイルとなる.弾詞のよ

うな演芸の唱本 (テキス ト)を読物にしたら,も

ちろん白話小説のように,全て第三者の口調で物

語を語 りうるが,脚色別の時調小曲刊本が発達 し

ていた清の時代においては,義 (語 り手)と脚色

を混 じえて作 り替えても不思議とはいえない.更

に,演劇芸術が次第に発達 ･成熟 していった宿代

において,識字率の高 くなかった庶民階層にとっ

て,小説や語 り物の登場人物名よりむしろ誰でも

す ぐ想像がっ く脚色名の方がすぐに印象付けられ

るのではないか.っまり,既に古典劇に馴染んだ

当時の人々は隈取 りをする "浄",道化役の `̀丑"

などの脚色のほうにより詳 しく,親 しみがあった

だろうということである.従って,宿代において

は,そのようなテキス トは数多 く存在 したはずで

ある.そして,弾詞 『珍珠塔』において,演劇の

ような脚色や新たに作った脚色名を使った他に,

さらに語 り手 "義" も使われていることは,演芸

よりむしろ読物としての性格が強 く反映されてい

ると考えられる.

終 わ り に

本稿では,これまで必ず しも注意 されて来な

かった弾詞の "曲"-特に曲牌体と脚色などの構

造の問題を中心とし,当時の江南地域における呉

方言弾詞について,清 ･同治甲成年万来堂 『珍珠
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塔』を具体例として,その作品の形態に見 られる

変化から当該文芸の実態と形態変化の原因を明ら

かにすることを目的とした.

文学史の上で,元雑劇,明清伝奇などは楽曲系

の演劇として,中国の戯曲の最高峰とされている.

一方,宿代後半以後,民間に生まれた京劇や地方

劇の多 くは詩讃系の演劇である. しかしながら,

講唱文学と同じく,演劇でのこうした二つの形態

は,全 く関係を持たずに画然と区別されて発展 し

て来たとは考えられない.例えば,語 り物という

芸能から変遷 してきた,詩讃系の演劇である灘箕

系錫劇,蘇劇などは,楽曲系の曲牌を摂取 しなが

ら,二つの形態を合わせ持っているという点は,

もっと注目されていいと考えられるのである.
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StudyofthetextofTanci『zhenzhuta(珍珠塔)』thatwasprinted
inTongzhi(同治)oftheQingDynasty

- aviewfromQu-pai(曲牌)andJiaose(脚色)-

HongfenSHU
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KyotoUniversity,Kyoto,606-8501Japan

Summary TheuseofTellingandSinglngLiteratureandOperaaretwoimportantpillarsinChinese

PerfbrmlngArtsHistory.Eachpillar,Whilstrespectfuloritsownindividualcharacteristicsandhistory

hasalsoaffectedtheotherconsiderably.Thispaperwillexaminethetext[zhenzhuta(珍珠塔)]of

TancithatwaspopularintheJiangnanareaduringtheMingand(〕ingDynasties.Iwillusethisexample

todemonstratehowtheMelodywhichbelongstothe[YuequSystem (楽曲系)]wasusedinconnection
withthetext.IwillthenexaminethenotationorJiaose(脚色)whichistheindividualstyleorOperain

thistext.Finally,IwilldetailtheimportancethatthistexthadtoTanci.
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